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愛するから愛される 
理解しようとすれば理解され、嫌えば嫌われる。「する」から 
「される」と心得て行動すれば、いつも人間関係はスムーズだ。 
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五稜郭（北海道函館市） 

外交機能を備えた奉行所として徳川幕府が整備した五稜郭は 

皮肉にも幕府が倒される戊辰戦争の最後の戦場となった。 

美しい星形に整えられたその全貌は地上からは確認しづら 

いが、南側にある高さ90mの五稜郭タワー展望フロアから 

なら一望できる。冬には「五稜星の夢」と称したイルミ 

ネーションが飾られ、堀に沿った

ライトアップで星の形をした光の

ラインが浮かぶ。白い雪に光が反

射し、函館市街の夜景と共に、ここ

でしか見られない絶景を作り出す。
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